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◆提言要旨 

効果 
～住民参加は自治会を中心に～ 

 住 民 参 加 は 自 治 会 か ら 

見
直
し

現

在

目

指

す

姿

支障 
・住民が行政に参加しづらい 

・地域の提案が反映されない 

・地域の人材が育たない 

・地域の問題点を地域で 

見つけ提起できる 

・多くの住民が参加できる 

・まちづくりに参加している実感 

が得られる 

・身近な自治会を通じて提案 

を出す仕組みをつくる 

○無理なく参加できる垣根
の低い仕組みから再構築

する

しかし、現在、自治会の組織力低下が進行しており地域に元気がない 

・住民参加する方法が 

 わからない 

・行政への関心が低い 

○住民参加する垣根が高い

参加促進条例の制定

地域の情報発信最前線の
自治会へ参加を後押しす
るため、条例を制定する 

住民参加の仕組みづくり

自治体運営の計画、実施、
評価と地域の問題点への
対応に多くの住民が参加
をする仕組みを構築する 

地域について考える場の創出

地域に興味を持ち、その担
い手となる人づくりのため
小学校の授業で自治会につ
いて考える授業や活動を導
入する 

【 課 題 解 決 の た め の ３ つ の 施 策 】

住みやすさ日本一を自治会の機能復活で目指す 
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指導教官  全国知事会事務局次長  米田 耕一郎 
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提言要旨 

研究目的 
◆協働のまちづくりの前提は市民の参加 

◆市民が社会参加しやすい環境を整え、市民参加の文化を創造する 

【第 1章】「花いっぱい運動」を取り上げる意義 

  

目標 花いっぱい運動の参加者を増やす 

【第２章】現状と課題 

 

【第３章】課題の分析 

【第４章】新たな担い手の発掘に向けて 

【第５章】参加を促進するための施策 

目標 花いっぱい運動の参加者を 3,000人（市民の約１％）に増やす 

 

福井市花いっぱい運動

市民参加による協働のまちづくり

の半世紀にわたる実績 

将来の継続に向けて、人材（新たな

担い手）の確保が課題 

新たな担い手の参加により運動を未来へつなぐ 

①新たな担い手の発掘

①まずはのぞいてみよう  >>>  ②気軽にやってみよう（入門編） >>>

>>> ③自由にやってみよう（応用編） >>>  ④輪を広げよう（実践編） 

花いっぱい運動の高揚 

定年退職者など日中居住高齢者の増加 

 運動の魅力、参加するメリット、参加しやすさ 

次の社会参加へつながる成功体験 

地域活動の活性化 地域・協働を支える人財 

②活動の魅力アップ ③効果的なＰＲ

協働のまち…自立した個人が地域において多様な価値観、

  個性、創造性を最大限発揮できる社会 



 

指導教官：自治大学校客員教授 佐々木 淳

第２部課程 第１７５期 第３班
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１３６番 鹿児島県南九州市 朝隈 兼典

ワークライフバランスの充実のために 
～「ほん活」のススメ～ 
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【提言の要旨】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

時間をつくる取り組み              時間を有効活用する取り組み 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

時間外勤務削減 

有給休暇取得促進 

業務効率化 

業務量の増 

スキル不足 

興味の低下 

自発的な活動 

きっかけづくり 

仕
事
以
外
の
活
動 

～これまでのアプローチ～ ～阻害要因～ ～新たなアプローチ～ 

「時間をつくること」から「どう時間を使うか」へ！ 

ほ
ん
活 

職場の外で 

職場以外の人と 

自発的に 

視野が広がる 

刺激を受ける 

誰かの役に立つ 

本音で語れる 

多様性 

手ごたえ、満足感 

提言 

効 果 
☆「ほん活」による効果 

課題 
充実するような時間の 

つかい方をしていない 

現状 

仕事も生活も満足していない 

きっかけづくり 

「ゆう活」の導入 

「人財育成」 

ﾌﾗｯﾄな人間関係 

人間性の成長 

 

ほん活

の推進 
 

ワーク 

ライフ 

バランス 

の充実 

 

 

ほん活を

支える 

しくみ 



課長は君だ！ 

第２部課程 第１７５期 第４班 
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提言の要旨「課長は君だ！」 

【背景】地方分権一括法制定、地方分権改革、地方創生等による業

務量の増加、集中改革プランによる職員数の減少 

求められる、行政ニーズや市民サービスUP！⇒ 組織力UP！ 

そのためには！ 

・個々（職員）の力を上げる ・職員のマネジメント  

↓ 

 課長の仕事の役割  
 

【問題】

⇒職員のモチベーション低下・組織力の低下 
 

「どうして？課長が機能しない？」 

① 課長がその能力に合った職場に配属されていない 

② 課長がその役割を果たしていない 

③ 課長としての能力が備わっていない 

【課題】何故？うまく課長を選べないのか？ 

 

【政策提言】３つの提言 
●課長はお前だ！（ドラフト制度） 

●課長は君だ！（推薦制度） 

●課長は俺だ！（立候補制度） 

⇒管理職昇任の公平感が得られ、同じ方向性と「やる気」の継続を図る

効果を得る 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【指導教官】自治大学校教授 川口 真友美 

 

第２部課程 第１７５期 第５班 

 

４０番 千葉県茂原市  稲子 泰幸 

９３番 三重県津市  伊 藤  健 

１２１番 福岡県篠栗町  藤  忠 文 

１２２番 佐賀県唐津市  秀島 貴子 

１３０番 熊本県長洲町  長谷川 元 

  

女性が輝く職場づくり 

～ 女性たちよ、“管理職”になろう！  

  男性たちよ、“共力”しよう！ ～ 
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１ 

女性が輝く職場づくり 
～女性たちよ、“管理職”になろう！ 

男性たちよ、“共力”しよう～！ 
現

状

分

析

と

問

題

点 

★女性が本来持つ能力を発揮し、更に輝く職場づくり 研

究

課

題 

政   

策     

提    

言 

提言１ 組織風土の改革を行う 
     ①メンター制度の導入 

②女性の管理職登用を「当たり前」化 

③人事評価制度の活用 

④管理職向けの「IKB」養成研修の実施 

⑤女性活躍推進委員会を組織 

提言２ 女性職員の職域を広げる 
①任命権者や管理職への研修の実施 

②計画的で公平な人事異動の実施 

提言３ 女性が管理職になるための意識を醸成する 
①国や都道府県等の女性管理職との交流会を開催 

②女性職員によるワークショップの実施 

③重要施策決定の場への女性参加 

④女性活躍新聞の発行 

⑤家事ダンを養成するための「夫育て研修」の実施 

提言４ 女性職員のライフイベント(出産・育児)支援策の実施 
①キャリア形成支援研修の実施 

②女性職員のキャリア形成に重点を置いた人事配置の実施 

③男性職員の育休取得に向けた取組の実施 

④育休中職員のモチベーション維持へ向けた取組の実施 

政策提言要旨 

①組織の中心が男性となっている 

③女性の管理職登用への意識が希薄 

②女性の職域が固定化されている 

④女性職員がライフイベントにより

キャリア形成できない 

女性管理職の割合が低い 



 
 

 

指導教官 桑名 真也 
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６５番 長野県茅野市 百 瀬 博 道 

１０６番 広 島 県 呉 市 稲 葉 浩 二 

１１９番 福岡県嘉麻市 杉  良 一 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

公共施設のマネジメント手法を探る 
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おわりに 



 
 

 

嘉麻市の現状 

総合管理計画は策定

したものの。。。 

縦割り組織 
縮減面積目
標の未設定 

施設情報量
の不足 

公共施設マネジメントの課題と解決の方向性 

提言の要旨 

 

 

  

今の公共施設の量を維持すると。。。 すべての施設を更新することは不可能！！ 

縦割り組織体制 

① マネジメント専門組織がない 

② 所管課ごとに取組みがバラバラ 

【マネジメントの課題】 【政策の柱】 

（１）庁内組織体制の整備 

・施設の複合化、多目的利用の調整 

・データの一元管理 

・建築、修繕計画の内容検討など 

 

施設情報量の不足 

① 集約化や複合化、有効活用策

の検討ができない 

② 市民との情報共有が図れない 

（２）情報の開示 

・公共施設白書の作成 

・市民との情報共有 

 

縮減面積目標の未設定 

① マネジメントの将来ビジョンが不

明確 

② 市民との合意形成が図れない 

（３）縮減面積目標の設定 

   ・個別計画の推進（公営住宅） 

・ライフサイクルコストの検討 

・空き施設の有効活用など 

 

人口減少 

 

厳しい財政

 
莫大な更新

費用 

入
口
戦
略 

出
口
戦
略 

市民ニーズの

変化 

公共施設を取り巻く課題 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                  指導教官：自治大学校客員教授 佐々木 淳 
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７４  愛知県豊川市  山口  光 

９７  兵庫県小野市  藤岡 揚子 

１０９  広島県海田町  中村 修介 
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みんなの学校で光り輝く地域づくり 

政策提言の概要 

【現状】 

【課題】 

【政策提言】

少子化 
青壮年層の 

希薄化 

高齢者同士の 

支えあいが必要 

高齢者の能力を

引き出し 

「地域リーダー」

をつくる 

地域に今ある 

魅力を活用する 

高齢者による 

互助グループの 

活動拠点の整備 

地域リーダーを 

養成する拠点の 

整備 

学校の廃校 

生産者と消費者を 

つなげる拠点の 

整備 
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指導教官 自治大学校 校長補佐 井上 博士 
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学籍番号１２９ 熊本県 合志市  坂田 寛之 

ヴィーブル君と西合志庁舎 
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保育所設置 

住民ニーズに合っ

た複合収益施設 

ＰＦＩ活用による

コスト削減 

 

庁舎活用の課題 

・活用方針が決まっていない 

・住民の合意がとれていない 

・維持管理コストがかかる 

合志市の課題 

・待機児童の割合が高い 

・高齢化・将来的な人口減少 

・農家人口の減少 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

早期に 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

提言の要旨 

空き庁舎をみんなで考えるバイ！ 
～ 西合志庁舎の利活用 ～ 

 

合志市では合併以来、合志庁舎と西合志庁舎の分庁方式だったが、方針転換により

平成 29年 5月に庁舎機能を合志庁舎に一本化することを決定（平成 27年 6月発表） 

西合志庁舎が遊休状態に！ 

庁舎の使いみちの検討が必要 
課
題 

目
標 

提 言 

◎ＰＦＩ・指定管理者の手法研究 

◎住民合意の手法研究 

行政・住民・民間 みんなで考える！ 

平成 30 年 4月 

オープン 

◆目標達成のため 

「ＰＦＩ事業（保育所を含んだ複合施設）」の 

事業スキームとスケジュールを提言!!! 
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政策提言 

１「業務シグナルボード」の導入    
２「業務実績シート」の導入 

・職員間のコミュニケーションの向上 

・業務の「ルール化、見える化」 

組織力の向上 

 

 

 

 

 

 

 

○行政改革による職員の減尐 

○地方分権の影響による業務量の増加 

○市民ニーズの多様化による業務量の増加 

○職員の時間外勤務の増加 

 

 

 

○業務状況に関する情報共有などのコミュニケーションが丌足している。 

○業務の報告や引き継ぎなどでルール化、見える化がされてない。 

 

 

 

 

提 言 要 旨 

最近、業務量が増えたなあ・・・・ 

隣の人は何をしているんだろう？？ 

日々の業務に追われ新しい業務に着手できない・・・ 

現状 

課題 

政策提言 

「Simple」なツールで 

「Smart」にこなして 

みんなで 

「Smile」に 



さらなる税収アップを目指せ！ 
 

～納期内納付１００％と住民サービスの向上の実現に向けて～ 

 

指導教官：自治大学校教授  桑名 真也 
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提言要旨 
 
  

地方自治体の運営には 
安定した自主財源の確保が必須 

 
自主財源の中心は地方税 

 
地方税を確保することが重要 

【現状】 

 
高齢化に 

伴う歳出の 
増加 

住民からの 
多様化する 
行政ニーズ 

三位一体 
の改革 

税の確保と公平性のため 
滞納整理を厳しく断行！！ 

滞納額は減少傾向に転じたが 
収納率には依然改善の余地が残る 

 

 
 

【課題】 

新たな滞納を発生させないために 

納期内納付者をどう増やすか？!! 
納付環境は整っている？!! 

【提言】 

・個人住民税の特別徴収の徹底 

・クレジットカード収納の実施 

 

 

滞納させない取組みはしたの？ 

http://www.bing.com/images/search?q=%e3%82%af%e3%83%ac%e3%82%b8%e3%83%83%e3%83%88%e3%82%ab%e3%83%bc%e3%83%89%e3%80%80%e3%82%a4%e3%83%a9%e3%82%b9%e3%83%88%e3%80%80%e3%83%95%e3%83%aa%e3%83%bc&view=detailv2&&id=5575F27561AC50D032F7EE8A84485802CACE6AB0&selectedIndex=120&ccid=XIP54wHd&simid=607990236984050212&thid=OIP.M5c83f9e301dd54c39fbf4a2041ac9968o0


自治大学校第２部課程第１７５期 

政策立案研究報告書 

 

 

笑(わ)・和(わ)・輪(わ)でスクラム！ 

～地域で子どもを育てるしかけづくり～ 

 

 

 

 

指導教官 自治大学校客員教授  小坂  紀一郎 
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【政策提言の要旨】                                                  

         笑（わ）・和（わ）・輪（わ）でスクラム！ 

         ～地域で子どもを育てるしかけづくり～ 

 

         ［問題提起］子どもだけで食事をとる家庭が増えている 

                ～忙しい親と寂しい子どもの現実～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

テーマ 

現状分析 

政策立案の方向 

［子どもの成長に必要なことは…］ 

子どもの食生活、友達との遊び、親を含めた大人とのふれあい、生きる力 

《目指す姿》 

■子どもが友達や大人と楽しくご飯を食べ、学び、遊び、活き生きと成長する 

［提言］ 子どもたちの居場所づくり 《笑輪寺（しょうりんじ）の設立》 

◇共に食べることのできる機能「子ども食堂」 

◇共に学ぶことのできる機能「寺子屋」 

◇共に遊ぶことのできる機能「冒険遊び場」 

・地域コミュニティ組織が運営主体となり、地域と行政が連携し、地域の大人や大学

生、ボランティアの協力により実施 

・子どもたちも地域の大人も笑顔があふれる居場所を地域の輪で育てる！ 

政策提言 

［問題の本質］家に子どもだけでいる、大人と接する時間が減少している 

［影響］親の愛を受ける時間が不足、心の貧困、経済的な貧困（相対的） 

食生活の偏り、勉強意欲の低下、自発的な行動・発想力・想像力が低下 

子育て知識の世代間伝達の喪失 

みんなで楽しくご飯を食べたい！ 

自分の話を聞いて欲しい！ 

友達と思いっきり遊びたい！ 

［現状］核家族化、共働き世帯及びひとり親世帯の増加 

家族が一緒に夕食をとれない、親と子の接する時間の不足 

塾や習い事の増加、遊び場所の変化 

テレビ・ゲーム・スマートフォンの影響 

地域のつながりの希薄化、不登校の増加、校内暴力の増加 



高齢者が 

元気で暮らせるまちづくり

～第２社会人の就労を応援します！～ 

【指導教官】 

  自治大学校 客員教授 上田 紘士 

【第２部課程 第１７５期 第１２班】 

 ９番  北海道清里町   水尾 和広 

１１番  青森県八戸市  苫米地 朋子 

８４番  愛知県知多市  児玉 孝史 

１０４番  島根県松江市  大谷 昌平 

１０７番  広島県呉市    平木 文尊 
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はじめに                                     

 我が国の高齢化率（65歳以上の人口が総人口に占める割合）は、昭和 25（1950）年は 4.9％

でしたが、平成 26年には 26％となり、今後もその割合は上昇することが予測されています。こ

のことは、高齢者の生活や行動が、より家庭や社会に大きな影響を与えるようになったことを意

味します。社会的には、医療、介護、社会保障費などは、高齢化が直接影響する重要な問題とな

ります。また、高齢化の進展と同時に、生産年齢人口（15～64歳の人口）の減少も進んでいま

す。 

 昭和 25（1950）年には１人の高齢者に対して 12.1 人の現役世代（15～64 歳）がいたのに対

して、平成 27（2015）年には高齢者 1 人に対して現役世代 2.3 人になっています。さらに平成

72（2060）年には、１人の高齢者に対して 1.3人の現役世代という比率が予測されています。か

つては、支える世代（現役）と支えられる世代（高齢者）の構図で社会の仕組みを考えることが

できたものの、これからの時代は、高齢者であっても「支えることのできる者は支える」という

視点が必要になってくるのではないでしょうか。 

高齢者個人の生活に視点を向けてみると、60 歳以上の平均余命は上昇を続けており、過去と

比較すると、いわゆる「老後」の期間が長くなっている中で、いかに健康で、家族に迷惑をかけ

ず、充実した生活を送るかということは、少なくともある程度年齢を重ねると誰もが考えている

問題だと思います。 

高齢化の問題は、様々な事象に影響しているので、一つの問題を解決すればすべて収まるとい

うものではないのですが、それぞれの個人の生活を豊かにしていくこと、その一つひとつの積み

重ねが社会全体をよい方向へ変えていくことにつながると考え、政策立案研究に取り組みました。 
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提言の要旨                                    

  

 

  
高齢者が元気で暮らせるまちづくり 

～第２社会人の就労を応援します！～ 

 

 

１ 高齢者割合の増加と生産年齢人口の減少 

２ 高齢期の平均余命の伸長 

３ 高齢者の高い就労意欲 

４ 社会とのつながりが薄くなることの問題点 

５ 高齢者の就労による社会参加の実態 

現状 

  

 

 

しかし・・・・ 

● 高齢者の社会参加（とくに就労）についての意識は浸透していない。 

● 企業は、高齢者の雇用を受け入れられる体制にない。 

● 高齢者と企業を結びつける体制が不足している。 

  

 

 

目標と政策提言 

＜目標＞ 65歳以降も就労することにより、社会の中で必要とされている気持

ちを持つことを通して、高齢者の充実した生活を実現する。 

【施策１】 

「第２社会人」の 

コンセンサスづくり 

・宣言による共通認識の醸成 

・高齢者の社会参加に向けた

動機付け 

・第２社会人のうち就労意欲

のある高齢者への支援 

【施策２】 

高齢者と企業をつなぐ

連携機関の設置 

・職業マッチングセンターの

設置 

・高齢者と企業のマッチング 

・高齢者の能力開発と企業へ

の啓発活動 

【施策３】 

企業における就労機会

の掘り起こし 

・企業の意識改革 

・高齢者の持つ能力の活用 

・優良事業所の認定 

・社会的役割の付与 
・生きがいづくり 
・閉じこもり防止 

高齢者の増加により社会に

与える影響大。高齢者がい

かに生活するかは重要な問

題といえる。 

課題 

＜高齢者の社会参加＞ 

高齢者の就労に着目 



  

指導教官：自治大学校 部長教授 川島 司 
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漆原 靖司（埼玉県川口市）U 

鴨志田 修（茨城県大子町）K 

T I S U K 

４０代発！社会保障費のダイエット！ 

～４０代からスポーツに親しむ高齢者予備軍施策～ 
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◆政策提言要旨 



 

 

 

少子化対策の決め手 
～婚活大作戦～ 
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少子化対策の決め手 

１．行政による結婚支援に向けた取組 

２．次世代を対象とした取組 

３．若者のコミュニケーション能力の向上 

①婚活支援センターの開設 

・定住自立圏の中心市に設置 

・ビッグデータを活用した婚活サイトの構築 

・婚活コーディネーターの設置 

②若婚化に向けた意識の醸成 

・結婚、出産、子育てを含めた将来のライフプラン教育 

目標：合計特殊出生率 1.80（2025年目標） 

現
状
分
析 
施
策
提
言 

 

背
景 晩婚化、未婚化の進行による出生数の減少 

ま
と
め 

提
言
要
旨 

晩婚化、未婚化の要因 

・結婚意欲は男女とも９割程度 

・未婚者の半数以上は交際相手がいない 

・若い世代の所得の伸び悩み 

最近の「婚活」事情 

・地域の仲人役の減少 

・多様で新しい出会いの形が 

求められている 

課
題
と
解
決 

の
方
向
性 

未婚者の減少と若婚・若産化 

出生児数の増加 

 



【政策立案研究報告書】 

生活習慣病予防へ向けて 
～ 心が変われば行動が変わる 行動が変われば習慣が変わる 

習慣が変われば人格が変わる 人格が変われば運命が変わる ～ 

William James (1842 ～1910) 
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健康カレンダーを

活用した健康意識

の醸成 

生活習

慣病予

防へ 

 政策提言要旨                 
 

Ⅰ 現状把握 

 

    

 

 

 

 

 

Ⅱ 分析 ～ 課題の抽出 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅲ 課題と対策の方向性 

 

 

 

 

 

Ⅳ 政策提言

現状１ 

医療費の動向 

・国民医療費は毎年、増加傾向にある。 

・疾病分類別にみると生活習慣病は約

31％を占める。 

現状２ 

生活習慣病に対する取り組み 

・健康増進法に基づき「健康日本２１」

を策定、各種保健事業を実施してい

る。 

１特定健康診査（年齢階級

別・性別）受診率の推移 

２保健事業担当部門への

アンケート 

３住民が持つ「健康」に関

する意識調査 

■健康保険組合等は高く、国保等は

低いという二極構造 

■事業効果が上がっていないと感

じる担当者が多い 

■健康への意識はありながら行動

へ移せていない人が多い 

■健康意識が行動に結びついている女性の力を活用した施策の検討 

■健康意識の変容を図るための施策の検討 
■他部門、他機関との連携による施策の検討 

【提言１】 

トリアージ手法

を取り入れた動

機付け 

【提言３】 

女性の意思決定権

に注目したウオー

キング事業の開催 
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 ①人口減尐 ②空き家の増加 ③地価の下落       

 ④バブル崩壊後の経済低迷に伴う遊休丌動産

の増大 
 

都市の縮退 

 

 

 

 

 

 

 

    ・まちに変化の兆しを生み出す５年計画 
 

 

・
 

 

・事業がスピーディーに実現するため行政窓口を一本化 
 

１ 提案の要旨 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

①再開発計画・事業（補助事業）の失敗 

②行政主導のまちづくりの問題点 

 

   リノベーション事業       

 

まちの活性化                      新しい雇用の創出 

 

   定住促進     エリア価値上昇       連鎖的な展開 

現 状 

課 題 

提言・施策 

効 果 

 
『リノベーションまちづくり』 

建物の歴史を大切にしつつ、そこに新たないぶきを吹き込む!! 

① アクションプラン策定 

② リノベーションスクール開催 

③ 専用まちづくり窓口の設置 

新しい経済の誕生により 

持続可能なまちへと成長！ 



 

「ももいろ商店街」のにぎわいづくり 

（山梨県韮崎市） 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
指導教官 自治大学校客員教授 小熊 博 
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政策提言の概要 

韮崎市の 
現状・課題 

【問題点】 
○人口減少。少子高齢化の進展。高齢化率 約 27％ 
○商店街は、中心市街地内外の大型商業施設に購買力を奪われている。 
○商店街の個店経営者の高齢化、後継者がいない。 
○商店街に人通りが少ない。空き店舗が多く、シャッター通りでさみしい。 
○商店街には、市民の消費需要を満たす場としての機能は喪失！ 
【長所】 
○韮崎市観光入込客数は年間約 50万人（登山客や韮崎大村美術館、温泉施設等）。 
○「もも」や「ぶどう」などの農産物が栽培され、加工品も販売されている。 
  ＞「もも」の直売所は、県外来訪者の長蛇の列ができる。 
○市民交流センターニコリ（図書館、子育てセンター等）は、にぎわっている。 
 

課題 ①人通りがない。 ②空き店舗が多い。 ③経営者の高齢化 

 
 
 
 

解決するため
の手法 

           ×            × 

 

商店街活性化 
のテーマ 

地域住民や観光客が多く集い、交流する「ももいろストリート」 
＜目標＞商店街の「まちの顔」を取り戻す！ 
人々が交流し、集う場！韮崎市の象徴としての商店街 

 

商店街活性化
の具体的方針 

 

「ももいろ 
ストリート」 
の実現 

商店街活性化の事業案 
■ももアウトレットショップのオープン 
■ももいろ情報プラザの整備 
■「ももの日」まつりの実施 
■韮崎市もも丸かじり条例の制定 
■ももカフェ設置事業 
■ももいろチャレンジショップ事業の実施 
■ももいろのれん事業 
■歩道「ももいろ」カラー舗装整備 

 

効 果 

○商店街の持続的な維持・発展につながる。 
○韮崎の「もも」の知名度向上 
○商店街に人が集まり、お店が増え、空き店舗が減る。 
○商店街の各商店の経営力アップ、後継者が確保される。 
○税収アップ 

 
 
 
 

「商店街は消滅の危機！」 
（まちの顔、まちの個性の消滅危機！） 

「もも」の活用 
（地域資源活用） 

協力連携 商店街の振興 

「ももいろ商店街」のにぎわいを創出 
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第２部課程 第１７５期  第１８班 

リーダー １２ 番 青森県平内町 三津谷 博 

７ 番 北海道南幌町 岩本 聖 

２８ 番 茨城県那珂市 橋本 芳彦 

３６ 番 埼玉県桶川市 山田 知広 

１１４ 番 山口県美祢市 神田 高宏 

地域資源を活かしたまちづくり 

～交流人口増加に向けて～
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提言の要約 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

現 

状 

◆若い人が流出し人口減少により少子高齢化が加速している 

◆秋吉台という観光資源がある 

◆観光客は日帰りが多い 

◆秋吉台一帯が日本ジオパークに認定された 

課 

題 

◆観光客の減少 

◆リピーターが少ない 

◆観光客の滞在時間が短く経済効果が低い 

交流人口が増え経済効果が生まれ 

美祢市が活性化する！！！     

～課題解決のキーポイント～ 

●観光資源は活かせないのか？  ●どうすれば、「人」が来るのか？ 

～知ってもらうには、何！！～ 

トレイルランニングが人気上昇中 

～潜在競技人口なんと７０万人！！

    秋吉台を「トレイルランニング」の聖地へ     推 し！！ 

～美祢市の強みは？～ 

秋吉台の起伏に富んだ地形 

空が見渡せる草原環境 

★ トレイルランニング大会などのイベントの開催 

★ 潜在競技人口を発掘しリピーターになってもらう 

★ 滞在する時間確保するための拠点施設となるビジターセンター 

を開設 

提 

言 

効 

果 



 

都会に出た若い女性が戻ってくる

“ふるさと”づくり 

～地元に帰ろう！若年女性のＵターン促進 
（山形県酒田市のチャレンジ）～ 

【指導教官】 

自治大学校客員教授 上田 紘士 

【第２部課程 第１７５期 第１９班】 

２３番  福島県郡山市 齋藤 健一 

２１番  山形県酒田市 伊藤 慎司 

２２番  福島県福島市 齋藤 善也 

１００番  奈良県橿原市 家氏 伸也 

１０３番  和歌山県紀の川市 片山 吉史 



はじめに 

我が国は、2008（平成 20）年をピークに人口減少局面に入り、加えて地方と東京圏の経済格差

の拡大等が、地方から若い世代の流出と東京圏への一極集中を招き、地方の若い世代が、過密で

出生率が極めて低い東京圏をはじめとする大都市圏へ流出することにより、日本全体の少子化、

人口減少が加速している。 

特に三大都市圏を除く地方都市では、東京圏をはじめとする大都市圏への人口流出や少子高齢

化の進行に伴う人口構造等の変化により、2040（平成 52）年には総人口が大きく減少することが

予測され、私たちの班員の出身自治体でも、山形県酒田市と和歌山県紀の川市は、若年女性が半

減する「消滅可能性都市」とされている。 

現在、各自治体が人口ビジョンを策定しているが、多くの自治体で、若い世代、特に女性が、

大学進学等で都会に転出し、卒

業後も地元に戻っていないこと

が分かった。 

そこで私たち 19 班は、都会に

出た若い女性を地元に戻すこと

で、自分たちの“ふるさと”を

守りたいという強い意志から、

「都会に出た若い女性が戻って

くる“ふるさと”づくり」を研

究テーマとし、政策を提言する。 

目 次 

提言の要旨・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ １ 

第１章 現状分析・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ２ 

第２章 目標設定・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ３ 

第３章 課題の抽出と対策・・・・・・・・・・・・・・・・・ ４ 

第４章 政策提言・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ８ 

おわりに・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１４ 
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提言の要旨 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【望ましい姿】 

都会に出た若い女性が戻ってくる“ふるさと”にすること 

【政策提言 １】 

「ＬＯＶＥ」 

都会に出た若い女性が 戻ってくる“ふるさと”づくり 

～地元に帰ろう！若年女性のＵターン促進（山形県酒田市のチャレンジ）～ 

【現状分析】（人口の推移） 

都会に出た若者（特に女性）が戻ってこない →さらなる人口の減少 

【課題抽出】 

「望ましい姿」にならない理由は…100 の課題抽出 

  ①仕事がない ②結婚・子育ての不安 ③地元がイヤ ④Ｕターン不安 

【ニーズ調査】 

アンケート、聞き取り（生の声） 

【事例調査】 

自治体の事例 

【対策検討】              （キーワードは「絆」そして「親」） 

100 の課題に対する対策 

①就職支援  ②結婚支援  ③地元愛の醸成  ④Ｕターン受け皿づくり 

【政策提言 ２】 

「ＹＯＵ」 

【政策提言 ３】 

「ＫＥＥＰ」 

若年女性の増加！ 



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【指導教官】 

自治大学校客員教授 野上 豊 

【第２部課程 第１７５期 第２０班】 

５８番 富山県小矢部市 明石 雅之 

６１番 福井県坂井市  奥林 理恵 

７５番 愛知県碧南市  岡本 和雄 

１２５番 長崎県諫早市  荒木 重也 

１２６番 長崎県大村市  児玉 英輝 
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提言１ 

• 燃えろ！！住民自治                          
～小学校区単位の包括的な自治組織の設立～                            

提言２ 

• 燃えろ！！子どもたち                                   
～まちづくりへの青少年の参画～                              

提言３ 

• 競技会で燃えろ！！                                   
～新組織活動競技会の開催～                           

提言４ 

• 燃えろ！！○○市                                   
～地域力UP住民運動とシティプロモーション～                

 

提言要旨 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 少子・高齢化の進展と人口の減少による地域の衰退 

  自然減と若者の流出による社会減 

２ 地域コミュニティにおける住民同士のつながりの希薄化 

  生活圏の拡大や生活スタイルの多様化等により、人と人とのつながりの希薄化 

３ 地域の自治組織の弱体化 

  高齢者世帯の増加、生活様式の変化による加入率の減尐 

今日の社会情勢 

主な課題 

１ 自治組織を通してのまちづくりへの参画機会の拡充 

  地域住民の多くは行政への依存度が高く、自治組織などを通して主体的にまちづくりに参

画する意欲が薄く、意欲があっても参画する機会が尐ない。 

２ 青少年の参画促進 

  将来を担う青尐年が、自治組織の活動とまちづくりに参画する機会が尐ない。 

３ 自治組織活動の透明化 

  自治組織の活動の実態が見えにくく、活動参加の機会が失われている。 

４ 地域の情報発信の強化 

  地域の伝統芸能、歴史遺産などの魅力や、自治組織の活動の実態についての情報発信が不

足している。 

政策提言 

施策の方向性 

【地域力の高い地域づくり】 

 子どもからお年寄りまで、地域で人と人とがつながり、燃えるような思いをもって地域の課

題解決に取り組むための「場」「人」「仕組み」をつくる 

提言要旨 



【指導教官】 自治大学校客員教授 田中 健 

第２部課程 第１７５期 「第２１班」 

学籍番号   所 属   氏 名 

２７番 茨城県ひたちなか市  前橋 大介 

９１番 愛知県美浜町     冨谷 佳成 

１１５番 徳島県鳴門市 阿部 聡 

１２３番 長崎県島原市 田上 順一 

１３８番 沖縄県南城市 外間 勝利 
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地域活性の原動力となる 

中小企業が元気のない状況 

 

（１）企業への支援 

（２）ネットワークづくり 

（３）人材育成 

地域全体で課題に取り組むに

は、まず人材育成 による基盤づ

くりが重要 

中小企業振興による地域活性化  ～ＥＧで目指せ チームなると！～ 

テーマ 

地域活性化には中小企業の

振興が必要 

「わがまち・企業行動委員会」を設置し、同委員会が主体となって相互理解

促進事業を推進する 

 

地域全体の中小企業振興への考え方が変わる 

個々の力を結集して一丸となって地域活性化を目指していく 

提 言 

現 状 

まとめ 

「経済政策としてのエコノミックガーデニングの導入」 
 

 

 

 

初期段階の取り組みとして、企業訪問、企業間ネットワーク作り、中小企業支援ネット

ワーク作りを進めて来た 

 

目標１ 「地域の多くの企業が成長意欲に富んでいる」 

目標２ 「地域の企業を成長させる環境（仕組み）が構築されている」 

 

人材育成 によ

る基盤づくり

のイメージ 
浮上した課題 

地域全体で企業（苗木）を育てる環境づくり 

１．土壌作り 

中小企業が元気になることが地域活性化に繋が

るという共通認識を地域全体で持つ 

２．苗木の育成 

育成に必要な肥料・水（施策等）を適正に与えら

れる人材が必要 

３．企業を育てるための環境を中長期的に維持する

システム作り 

政策提言の要旨 

 



 

 

 

～ 空家対策特措法補完計画 ～ 

 

 

 

 

 

               指導教官 自治大学校客員教授 小熊 博  

 

  第２部課程 第１７５期 第２２班      

１２０番 福岡県嘉麻市  藤内 優    

５番 北海道岩内町  近藤 剛    

６９番 岐阜県山県市  宇留野 公男  

    １２８番 熊本県玉名市  木村 信仁   

１３９番 山梨県甲州市  笹本 正和   
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提 言 要 旨 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

求められる空き家対策 ABS 

～ 空家対策特措法 補完計画 ～ 

 

～現状～ 

□空き家の把握ができていない 

□空き家の活用方法が飽和気味 

□適正管理の意識が低い 

□空き家の除却費用が負担できない 

□治安、景観、住環境の悪化 

課題 

●特措法による空き家除却速度より空き家発生速度が上回る恐れ 

●建物所有者の意識を改善する有効な促進事業の創設 

●空き家バンクが有効に機能していない 

 

～分析～ 

☆空き家数の推移と将来試算 

☆日本の人口数推移 

☆空き家管理の状況 

☆自治体の空き家バンク取組状況 

☆特措法施行による特定空家除却の見込み 

提言 

 ★空き家 bank system（ＡＢＳ） 

・空き家バンクトリアージ（第一選別） ・活用プラントリアージ（第二選別） 

・空き家対策コンシェルジュ組織 

・定期借家契約型方式 

～理想～ 

◆地域団体等と協働で支援 

◆建物、所有者情報のデーター管理 

◆空き家の有効活用 

◆特定空家の迅速な除却 

 

 

 



指導教官 自治大学校客員教授 市橋 保彦 

第２部課程 第１７５期 第２３班 

１３番 青森県南部町  工藤 利雅 

２４番 福島県石川町 藁谷 哲男 

５３番 全国町村議会議長会 堀内 恵  

８０番 愛知県蒲郡市 對馬 慶二 

１０５番 岡山県倉敷市 田中 希幸 
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学校・家庭での環境・食育 

プログラムの推進 

ゼロ・ミッション Week の実施 

 

■政策提案の要旨 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ゼロ・ウェイストなまちづくり！！ 
～ 先進事例に学ぶごみゼロへの道 ～ 

現

状 

リサイクルはがんばってる！…でもごみの減量化が進まない 

大量生産・大量消費・大量廃棄で処理施設や最終処分場が不足 

効

 

果 

課

題 

政

策

提

案 

３R だけでは不足！ 

リサイクルだけではごみ

は減らない！ 

 

大量生産→企業責任 

大量消費→消費者責任 

の意識が低い！ 

 

燃えるごみは燃やす、

燃えないごみは埋め

る？このままでよい？ 

ゼロ・ウェイスト社会の実現（先進事例の取り組みを研究） 

ゼロ・ウェイスト・・資源の徹底した再利用と再資源化を目指すとともに、ごみの発生そのものを抑

制して持続ある社会を実現しようとする考え方。「もったいない」理論 

ごみ発生量が減少し、焼却場の減少

と最終処分場の延命 

最終的には限りなく0
ゼロ

へ・・・ 

 

大人から子供へのごみ問題意識の

継承と、教育の現場から家庭へのご

み問題意識のフィードバック 

そして・・・その先には地球温暖化ストップ！への道筋が見えてくる！ 

「きれいな地球の未来が待っているかも」（希望） 

 

第二・第三の上勝町を創る！ 

町内会組織の活用 



【指導教官】自治大学校客員教授 滝本 純生 

  第２部課程 第１７５期 ２４班 

３５番 埼玉県所沢市 齋藤 伸宏（リーダー） 

８番 北海道新十津川町 石井 秀紀 
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９２番 愛知県武豊町 神谷 芳美 

１１３番 山口県下松市 大木 則英 

出典：所沢市観光協会 HP 
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◆政策提言要旨
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自治大学校 部長教授  川島 司 

第 2部課程第 175期 25班

岐阜県本巣市 畑佐春市郎 №070 

 北海道ニセコ町 齊藤 徹 №004 
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奈良県五條市 藤田 哲也 №101 
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提言の要旨 

概 況 

・
・
・
・

・
・

地勢・面積 人 口 

主要産業 

・世界の
・工場総従事者の
85.6%が自動車
関連 

自動車 農業 

地域資源 

・工場見学 
・香嵐渓 
・道の駅 
・温泉 

観光資源 

課題抽出と具体策の検討 

・工業に依存した 
低い農業所得 

・連携が図られていない 
地域資源

課題の抽出 目 標 ・農業所得の向上 
・地域資源の連携数及び参画人数 

 

具体策の検討 

・ブランド米 
・低コスト多収米 
 

・コメのブランド化 
・農商工観連携 

新ブランド 
「とよた米」の商品化 

商社と連携した 
低コスト多収米のススメ 

「とよた版」教育旅行
の商品化 

・商社と連携した生産者の確保 
・栽培技術指導 
・農地集積 
・商社と連携した販促支援 

・
・農家の組織化 

行政の具体的支援内容 

持続可能な「とよた型農業」の達成 

・ニーズ調査 

・おいでん･さんそ
んセンター 

交流組織 

・コメの匠制度 
・人工衛星で食味分析 
・新品種の開発 
・特Ａ評価の取得 
・「とよた米」プレゼント 

効 果 持続可能な「とよた型農業」の構築 

豊田市の現状 

政策提言 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
印西市の千葉ニュータウン全景の航空写真  

 

指導教官 自治大学校客員教授  滝 本 純 生 
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           ５２番  全国町村会   岩本 明久 

           ８５番  愛知県岩倉市  加藤 淳            
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研究テーマ 

 民間活力を活かした新たな地域交通施策について 

 ～市民満足度の向上と財政負担増大の抑止のために～ 

現状（千葉県印西市） 

・高齢化の進展 

・鉄道運賃の高額化 

・平成 22 年編入合併によるバスルートの複雑化 

 

問題点 

①印旛駅圏から他地区へ行く場合に、乗り継ぎが不便なうえ時間も多く

かかる。また、小林地区から中央地区へは乗り継ぎが不便である。 

②牧の原駅圏のニュータウンでは、中央駅圏までの交通空白地となって

いるため、買い物等の日常生活が不便である。 

③民間補助路線バスに対する補助が高額である。 

④ふれあいバスに対する委託料が増加している。 

⑤将来、高齢化が進展し、自家用車を持たない住民が増えたときに対し

て不安がある。 

○課題１ 市の公共交通体系再編の検討 

○課題２ 交通空白地の解消 

○課題３ 財政負担の軽減 

提言 

①市の地域公共交通を支える仕組みづくり 

②新交通モードの創設 

 

政策提言の要旨 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  



 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

指導教官 自治大学校客員教授 小坂 紀一郎  
 

第２部課程 第１７５期 第２７班 
学籍番号 ６６番 岐阜県多治見市 中 島  智 明 
学籍番号 ５９番 石川県小松市  清 丸  達 正 
学籍番号 ８１番 愛知県小牧市  北    賢 司 
学籍番号１１６番 香川県善通寺市 山 地    匠 
学籍番号１３７番 沖縄県宜野湾市 仲 村  無 我 

 

災害時の初動体制について 
～職員が迷わず行動するために～ 
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災害時の初動体制について

１．はじめに 

 日本は大地震や豪雨災害、土砂災害など多様な災害が多数発生する災害大国と言われてい

ます。小規模な地震においては日本のどこかで毎日のように発生しており、大雨、台風も毎

年発生している状況です。近年の大規模災害と言えば、東日本大震災を記憶されている方も

多いでしょう。

 各自治体では、このような自然災害に対して地域防災計画や職員参集マニュアルなどを作

成し、その都度計画の見直しなどを行いながら、今後想定される災害に備えて防災訓練など

を実施することで対策を行っている状況です。

しかし、ひとたび大規模な災害が発生すると、マスコミ等に指摘されるように、その防災

計画に定められているような対応が十分にとれていない状況がみられます。

私たちグループでは、防災計画が十分に機能しない要因が、職員の参集に始まり、設置さ

れる災害対策本部への円滑な引き継ぎまでの初動体制にあると捉えて、災害という特殊状況

下の初動期に焦点を当てて、どのような対応をとる必要があるのかということについて提言

していきたいと思います。

私たちグループが考える初動体制の重要性

発災から災害対策本部が設置されるまでの期間、初動体制の如何により被害の軽減やその

後の災害対策に大きな影響を及ぼすなど、大規模災害時は発災直後から情報の収集・伝達等

の臨機応変で的確な対応が極めて重要です。そこで、人的資源を確保するために参集基準の

明確化や、全職員が行動できるような初動体制に特化したマニュアル等を作成する等、初動

期における危機管理体制の整備・充実を図る必要があります。



 
 

 

 

～自主防災組織を核とした地域防災力のレベルアップ～ 

 

指導教官 
 自治大学校校長補佐 井上 博士 
 
第２部課程 第１７５期 第２８班 

４３番 千葉県袖ケ浦市  多田 晴美 
４６番 千葉県富里市   竹本 明 
５６番 新潟県上越市   濃野 英樹 
６８番 岐阜県可児市   太田 秀和 
８９番 愛知県北名古屋市 牧野 一 
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阪神・淡路大震災や東日本大震災により、「自分たちの地域は自分たちで守る」という

防災の要となる「共助」が認識されるとともに、「自助・共助・公助」が互いに連携し一

体となり、積極的に取り組むことにより、被害を最小限にできるとされている。 

しかし、「共助」や「公助」においては、次のような問題点が挙げられる。

 

自主防災組織においては 

・・・【共助】 

・災害時に自主的に動ける組織が少ない。 

・災害に備えた訓練が形骸化されている。 

・食料品等物資を独自で備蓄していると 

ころが少ない。 

問

題

点

自治体職員においては 

・・・【公助】 

・防災意識が低く、地域防災計画 

及び災害時初動マニュアルなど 

について認識が薄い職員が多い。 

～自主防災組織を核とした地域防災力のレベルアップ～ 

現状分析 

【共助】 

◆自主防災組織による自主的な避難行動要支援者の避難誘導・安否確認の推進 

◆自主防災組織による自主的な避難所の開設・運営の推進 

◆災害時における自主防災組織による食料品等備蓄品の確保 

【公助】 

◆職員に対する地域防災計画や災害時初動マニュアルの理解を深めさせる体制づくり 

◆防災に関する知識及び災害時の対応能力の向上 

課  題 

                     

 
政策提言 

①自主的に避難行

動要支援者の避難

誘導・安否確認がで

きる自主防災組織 

○避難誘導及び安

否確認訓練の実

施

④職員に地域防災

計画等の理解を深

めさせる体制づく

りの推進 

○階級別による研

修及び訓練の実

施

○若手職員を消防

団機能別団員に

任命

②自主防災組織の

みで避難所を開

設・運営できる組織

づくりの推進 

○自治体職員が来な

いことを想定した

避難所の開設・運

営訓練の実施 

○教室を開放でき

る体制の構築

③自主防災組織に

よる食料品等を確

保するための体制

づくりの構築 

○自主防災組織に

おける備蓄

○災害時における

救援物資の提供

を受ける訓練の

実施

地域防災力のレベルアップ 

自主的に活動できる自主防災組織の増加 自治体職員の防災に対する意識改革の推進 
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